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Abstract

For the purpose of obtaining the basic information on the exercise prescription for the

middle-aged .men, 1) pW'C 170, 2) characteristics of cardiovascular function to physical

work load, and 3) interrelationships among physique (skinfold thickness), performance (fitness

test and b minute run), and blood examination (total choresterol, trigliceride, and uric acid)

of 62 healthy middle-aged men having sedentary life, who were grouped by each decade of

the ages were examined in this study. Following results were obtained:

1. PWC 170 (watt) and PWC 170 per body weight (wattikg) were 125.5+23.65 watt
(2.19+0.3? watt) for 30s, 138.5+17.29 watt (2.30+0.35 watt) for 40s, and 128'1+13'28 watt

(2.20i0.31 watt) for 50s; Men of the 30s showed the lowest value'

2. No variable changes were obtained in oxygen intake when loaded with totally 12

minutes of physical exercise (successively three steps, four minutes each). However, maximum

heart rate showed decreasing trend along with the aging process, but as to systolic blood

pressure 40s and 50s showed a larger increment than that of the 30s. In both 30s and 40s

a group which had larger skinfold thickness showed a great similarity with that of 40 to 50s.

3. significant relationships were found between PW'C 1?0 and body weight (30s)' PWC

170/kg, a1,d five minute run (40s), five minute run and skinfold thickness (50s), brisk walk for

150'0 meters (30s, 40-50s), choresterol (30s), and triglyceride (40s), and skinfold thickness and

adult physical fitness point (40-50s), triglyceride (40-50s), and uric acid (40-50s). [Proceedings

of Department of Physical &lucation, College of General Education, University of Tokyo'

No. 9, 39-53, 19751
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現代における労働や生活様式の形態が数十年前

のそれと比べて著 しく変化 してきたことは間違い

のない事実であろう,労働の場における生産力は

人間の筋肉労働によるそれに取 って替 って,機械

による生産力が大部分を占めるように な って き

た.その結果,肉体的活動の量は著 しく減少 した

一方,静的筋活動を主体 とする労働形態が増えて

きたように思われる.すなわち。われわれの労働

の場での肉体活動は量的には減少の方向へ,質的

には動的活動から静的活動の方向に向かっている

ことは事実である。さらに,こ のような傾向は,

われわれの日常の生活様式の中にまでおこってい

る。健康の問題について考えるならば,た とえば,

数十年前の死因や疾病の種類 と現代 の それ を比

べてみると著 しい変化がみられる1)。

感染症など

による死因が殆んどを占めていた時代から,現代

では心臓病や脳卒中などの心臓血管系に由来する

ものやガンなど,いわゆる三大死因といわれるも

のが文明国においては殆んどを占めているのが現

状である.しか しながら,それに対 して未開の国

では依然として,昔のままの種類の疾病が多いと

いわれている.こ のように考えると,現代の機械

文明の結果 として特徴づけられる肉体 的 活 動 の

質,量の変化もわれわれの健康の問題に深い関連

性をもっているであろうことは当然予 想 され よ

う.すなわち.適度な身体活動を積極的に行 うこ

とは,現代生活における様々な健康障害の予防 と

いう面からみると重要な要因となりうると考えら

れるのである.われわれは前報
2)に

おいて, 特に

中高年 者 の継 続 的 運 動 が CardiO― Respiratory

functionゃ BOdy Compositionの 改善に有用な

ものであることをすでに報告 した.こ の結果が健

康障害の克服,予防に対する有効性の直接的な証

明にはなりえないとしても,運動 (作業)に よる

Cardio‐ Respiratory Systemに対する負担が減少

した こ とや皮脂厚の減少などにみ られ るBOdy

Compositionの 改良や「風邪をひかな くなった」,

「動悸,息切れを感 じな くなった」などの自覚症状

の改善などの結果が現在の健康障害の予防に対 し

て何らかの形で寄与するだろうことは十分に認め

得 るであろう.そこで,積極的に適度な身体活動

を行 うことが,健康障害の予防によい結果をもた

らす として,実際に身体活動を行お うとする時に,

いかなる程度の運動が健康を保つために必要であ

るかを知らねばならない し,ま た, どのような面

に注意 して行わなければならないかということも

知らねばならない.そのために,われわれの健康

を維持するための身体的機能 と運動 との関連につ

いて知ることが必要である.こ のことはこのよう

な配慮を特に要求される中高年者層にとっては重

要な問題であろう.

以上のような観点のうえに,本研究は ,

1)中高年者の運動 (作業)に対する呼吸,循環

系機能の反応性の特徴を探ること.

2)中 高 年 者 の physical working capacity

(PWC 170)を知ること。

3)そ の他,形態 (皮脂厚),perfOrmance(5分

走,体 カテス ト)と血液所見の関係 を知 る こ

と。

以上の 3点 について検討することを目的とし,

そのことによって,中高年者の運動処方に関する

基礎資料を得ようとした .

研 究 方 法

1)被 験 者

対象は東京大学教養学部に所属する30歳以上の

教職員で,30歳 代25名 ,40歳 代29名 ,50歳 代 8名 ,

計62名 である。測定当時,殆んどの者が Sedentary

lifeを送 ってお り,特に意識的,継続的身体活動

は行なっていなかった.こ れらの被験 者 の体 格

を (平均値および標準偏差)表 1に示 した.なお

大学生 (一般学生31名 ,鍛練者10名 )と各年代の

鍛練者 (主 として体育科教官)30歳代 6名 ,40歳

代 6名 ,50歳代 1名 を加えた .

2)測定項 目並びに測定方法

1)形 態 イ)身長

口)体重 :YAMATO製 バネバカ

リ (精度0。 2 kg)を 使用 した .

ハ)皮 脂 厚 : Keys‐ Brozek 式
Skinfold Caliperを 用いて,右上

腕外倶1部中央,右肩甲骨下部およ

び右膀部横の三部位を測定 した。)

緒

▼
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表 1被 験 格 一 覧 表
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2)体 カテス ト

イ)文部省壮年体力診断テス ト (握 力,垂直

跳, 反復横跳, ジクザク・ ドリブル .

1500m急歩の五種 日)

口)五 分 間 走

3)PWC 170:Elema¨ Schёnander社製 自転車

エルゴメーターを用い,あ らか じめ 3分間

のウォー ミング・アップの後,3～ 5分間の

休息をおき, 3段階それぞれ 4分間計12分

間の運動を連続 して行わせ,各段階の運動

の最終30秒間の心拍数 3点から回帰直線を

求め,心拍数170拍/分時の作業量 (Watt)を

求めた。第 1段階の負荷量はWarming up

時の心拍数から推定 し100～130拍/分にな

るような負荷を選び,その後25 Wattづ つ

増 した .

併せて,安静時血圧,運動時心拍数,運

動時血圧および呼吸ガス代謝 (呼気分析は

補正済の福田製 Respirazerを使用 した)

を測定 した .

4)安静時血液成分 :全 コンステロール,中性

脂肪および尿酸を測定 した .

測定時間は早朝空腹時とした.測定法は

それぞれ,OPA法 ,ア セチル・アセ トン

法の改良法および リン・タング、ステン酸法

であった。

なお,測定期間は昭和46年から昭和48年の三ケ

年間で,すべて 5月 ～ 6月 に行った。

結   果

図 1は皮脂厚の 3部位のそれぞれの値 と合計値

を年代別にプロットしたものである.(対照とし

て大学生の値 と例数は少ないが各年代の鍛練者の

値を附記 した.)一般人の各年代の傾向をみるた

めに50パ ーセンタイル値を求めてみると (図中◎

印)合計値 と腹部の値が年代の進行に伴 って増加

する傾向を示 した .

図 2は壮年体カテス トの種 目別得点と総得点を

年代別にプロットしたものである。30歳代,40歳

代および50歳代でそれぞれ総点は 70。 3± 11。 33点

60。 8± 13.74点 ,53.8± 6。 82点,サ イ ドステップは

44。 4± 4.09点 , 45。 1± 3.57点 , 42。 2± 2.32点 , 垂

直リヒは48.9± 7。 53Cm, 42.1± 5。 77Cm, 41.4士

2.58Cm, 握力は45。 8± 5.68kg: 45。 8± 6。 68kg,

43。 5± 5.46kg, ジクザグ ドリブルは 16.6± 2。 25

秒,19。 4± 4.821砂 , 20。 9± 2。 371砂, 1500m走切れま

10′48″ ±22。 11秒,11′ 14′
′±44.90秒 ,11′ 05′

′±55.10

秒であった.平均値でみると総点,垂直跳,ジ ク

ザクドリブルが年代に伴 って低下する傾向を示 し

ブヒ:.

|___三正三|__一+―――一
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また,総点,ジ クザクドリブル,1500急歩が比

較的バラツキが大であった.図中○印は 3部位の

皮脂厚合計40 mm以上の者であるが総得点にその

影響が強 くあらわれている.ただ し①の例は過去,

現在を通 して,時 々意識的に身体活動を行ってい

る者である.

図 3は 5分間走の成績を年代別にプロットした

もの であ る。30歳代で1099± 83.6m,40歳代で

1034± 94.7m,50歳代で 899± 190.Omと 年令 が

進むにつれて低下 している.図中○印は皮脂厚 3

部位合計40 mm以上の者であるが年代が進むにつ

れて,低い値を示 している.ただ し,40歳代の①

および②の例は過去,現在を通 じて,時々,意識

的に身体活動を行っている者である。

30オ代   40オ代   50オ 代

図 3 年齢階級別五分間走の変化

図 4は PWC 170(watt)お よび体重当 りPWC
170(wattノ kg)の成績を年代別にプロットしたも

のである.(対照 として大学生の値 と各年代の鍛

練者の値を記 した)平均値および標準偏差を表 2

に示 した.一般群を年代別にみると30歳代が40歳

代に比べて低い値を示 した。

図 5はコンステロール,中性脂肪および尿酸の

値を年代別にプロットしたものである。30歳代 ,

40歳代および50歳代それぞれ,コ ンステロールは

205。 1± 37.13mgノdl,206。 6± 36。 1lmgノ dl, 207。 8

±18.50mgノ dl,中 性脂肪は 116.4± 52.17mg/dl,

109。 7± 38.46mgノdl,120。 8± 54.65mg/dl,尿酸は

6。 5± 1.24mg/dl,6。 7± 1。 23mg/dl,6。 0± 0。 70mgノ

dlで あった.平均値では各年代でそれほど差はみ

――は平均値

図 2 年齢階級別壮年体カテス トの変化
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表 2 年齢階級別 PWC 170の 変化 (Watt)

45

ぜ

N I  PWC 170士 S.D. PWC 170/kg ttS・ D。

143.7」ヒ21.74

193。 4」ヒ38.27

125.5圭ヒ23.65

166。 5=ヒ 14.63

2。 44=ヒ 0。 32

3。 23」ヒ0.41

2.19=ヒ 0。 37
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138.5=L17.29

171.2=ヒ 19.48

128.1=ヒ 13.28

153.0

2.30」ヒ0。 35

2。 73=ヒ 0。 28
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られなかったが,全体的にみると,中性月旨肪およ

び尿酸の値が平常範囲より高い者が多かった .

図 6は 50 Watt,75 Watt,ぉ ょび 100 Wattを そ

れぞれ 4分間計,12分間連続負荷 した例の酸素摂

取量,心拍数および血圧の値を年代別に示 したも

47

のである.酸素摂取量は年代によって大きな変化

はみられなかったが,心拍数および血圧の反応に

興味深い差がみられた.すなわち運動中の心拍数

は年令の増加に伴って最大値が減少 した.運動の

12分 目を比較すると, 30歳代で168± 12.1拍/分 ,

40歳代で 154± 6.5拍/分,50歳代で 150± 13。 5拍/

分であった.一方,最大血圧は 30歳代で,172±

16.3mmHg,40歳 代で 194± 20.7mmHg,50歳代

で188± 21.lmmHgと 30歳代に比べて 40歳代お

よび50歳代では上昇の傾向を示 した.最小血圧

では50歳代で若干上昇の傾向を示 した.ま た,図

中に示されるごとく個人差が大きいことが特徴で

あった.特に今回の資料の中で,その差が体格に

よって影響されるように思われたので,皮脂厚の

大きい群と小さい群について比較 したのが図 7で

ある.すなわち 75Watt-loowatt-125Wattを 負

荷 した30歳代 8名 ,40歳代14名 について,3部位の

皮脂厚合計30 mmを 堺として2群に分けた.こ の

分類で皮脂厚の大きい群は, 標準体重 {(身長一

100)× 0。 9}よ りの増加の割合が +10%を越える
｀
体重過剰

〃の部類にほぼ入っていた.分類 した

群の皮脂厚,ロ ーンル指数および安静時血圧の平

均値および標準偏差は表 3の とうりである.

酸素摂取量は30歳代では「 大きい群」が運動の

前半にやや増加の傾向がみられた以外は大きな差

を認めなかった.しかし,心拍数および血圧では

2群に差がみられた,すなわち,心拍数では「大

きい群」は「 小さい群」に比べて低 く,特に30歳

中高年者のP WC170と 運動負荷に対する循環機能の特性について

ぎ
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表 4 PWC170,5分 間走,お よび全皮脂厚と他の測定項目との関係

レ ス テ
中 性 脂 肪

NI

蹴
　
鐵
　
嚇
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0.50*1221 0.301201-0.27
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Nl r N l   r

18

17

6

18

18

5

(-0.06)

18

17

5
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代で低い傾向を示 した。一方,血圧では逆に30歳

代および40歳代ともに明らかに「 大きい群」の方

が上昇が大であった.図 8は個人例を示 したもの

である.

表 4は PWC 170,5分 間走および皮脂厚 と他の

項 目との相関関係を示 したものである.有意な相

関関係がみれたのは PWC 170と 体重 (30歳代),

PWC 170ノ kgと 5分間走 (40歳代),5分 間走 と皮

脂厚 (50歳代),1500m急歩 (30歳代および40～

50歳代)コ レステ ロー ル (30歳代)中性脂肪

(40歳代),お よび皮脂厚 と体カテス ト総点 (40～

50歳代),中 性月旨肪 (40～ 50歳代)一 図 9,尿酸 (40

～50歳代)一図10な どであった .

考   察

1)中高年者の体力について論 じようとする場

6      7

尿 酸

9

(mg/dJ)

尿 酸 の 関 係

合,青年期に比べて,個体差が大きいことはよく

知られる事実
5)で

ぁる.本研究の結果においても

そのような傾向が示されているが,こ こでは一応

平均値で示される傾向について論義を進めてゆ く

と,中高年者の運動負荷に対する心拍―血圧の応

答に関 しては図 6に示されたように,40歳代およ

び50歳代では30歳代に比べて血圧の上昇の程度が

高 く,一方心拍数は,ほぼ逆の傾向で,30歳代>
40歳代>50歳代であった.こ の結果に対 して,懸

念されることは各年代の被験者の体力的水準に関

して,特に30歳代が体力的に劣った集団ではない

かということである.と いうのは,一般に同一負

荷に対 して,心拍数がより上昇することは運動の

効率が劣っていることを意味するからである.こ

のような懸念に対 して,ま ず, 5分間走の成積か

らみ る と40～50歳代より高い値を示 しているこ

4567
尿 酸 (mg/dノ )

図 10皮 脂 厚 と

y≡ 5.4aχ -6.∞

//x y=9.52X―

".59●(40オ代と50オ 代合成 )
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と,ま た,20歳代 (大学生)の 同負荷に対する心

拍数をみると,運動の 4分 日, 8分 目,お よび12

分目がそれぞれ121拍/分,141拍/分 ,168拍/分で

あり30歳代の値とほぼ同一の値を示 したことなど

から考えると30歳代の集団が特別に体力的に劣っ

た集団ではないと思われる.したがって,こ こで

示された40～50歳代の反応の傾向は中高年者の運

動負荷に対する循環系の特徴といってよいと思わ

れる.さ らに細かく上昇の過程をみると,各負荷

の増加に伴う心拍数の増加の割合は各年代で殆ん

ど差はみられない。(50Watt→ 75Watt:17拍 /分～

23拍/分 ,75Watt→ loowatt:26拍 /分～27拍/分 )

つまり,50Watt時 ですでに差がみられるわけであ

る.それに対 して血圧では 50Watt時でそれぞれ

137mmHg,146mmHg,142mmHgで あったが ,

50Watt→75Wattで 30～40歳代 15～ 16mmHg増
に対 し50歳代が 21mmHg増 と高 く, 75Watt→

100Watt時で30歳代 8mmHg増 に対 し40～50歳

代で 13～20mmHg増 と高かった.以上のことか

ら 50Watt時にすでに若干高いのに加えて負荷増

に対 して40～50歳代は30歳代に比べてより上昇程

度が大である。結局,心拍数の上昇が少ない割に

は血圧の上昇が大であるといえよう.こ のような

事実は増田ら
6)に よっても報告されている.こ の

ような反応がどうして起るかについて前報
2)で

も

若千考察 したが,元来,生体の組織の血液量の調節

は心拍出量,末檎血管抵抗および循環血液量など

によって行われてしヽるが循環血液量は年令による

差はない7)の で, 今,年令に関係な く,一定の強

度の運動を負荷すると,そのために要求される酸

素の需要に対 して,心拍出量を増 して対応するの

が普通である.こ の場合,老年者は若い者に比べ

て,全末檎抵抗の増カロが大である8)9)か
ら.こ の

抵抗の増加に対抗 して拍出量を高めるには,よ り

心収縮圧を高めることによって駆出しなければな

らないことになる.ま た,加令に伴 って心拍出量

は低下する
8)13)か

ら,心臓の圧成分はますます増

大することになり,結果 として血圧はより上昇す

ることにもなり,一方拍動数はそれほど高められ

ない状態になると考えられる.こ のことは心臓の

仕事率の低下,つまリポンプとしての心臓の余裕

力の低下を示すことにもなる.さ らに,血圧の上

昇に関 しては交感神経の Hyperfunctionが 強 く

影響するといわれてお り
10)本

態性高血圧症患者に

連続寒冷昇圧試験を行 うと対照群よりも尿中ノル

ア ドレナ リン排泄量は大であったというし10),狭

心症や心筋梗塞患者は発作時,あ るいは運動時にヽ

血中や尿中のカテコールア ミン,なかでもノルア

ドレナ リンの増量が大であったという
10).ノ ルア

ドンナ リンは正常人の循環に対 しては全身的血管

収縮による血圧の上昇効果を示 し,その場合,心

拍出量は不変あるいはむ しろ減少 し,心臓に対 し

て徐脈の効果をもつといわれている11)。 しか し何

故に交感神経の Hyper― functionの 状態を来すも

のであるか,ま た,老年者になると Hyperfunc…

tiOnの状態が強 く前面に表れるようになるもので

あるかについては不明であるが,勝木
5)に よれば,

運動家の心臓の働きをみると概括的にいってカテ

コールア ミンの作用に対抗 し,それを抑える方向

への働きが強 くなっているのに対 し,極度の運動

不足の状態が続 くと,カ テコールアミンの作用に

対する抵抗力が弱 く,交 感神 経 緊張の優位が強

く前面に出るような状 態 になるという。また,

Brandfonbrener8)ら は心拍出量は加令に伴って

1年当 り約 1%の 割 合 で直線的に低下するとい

い,こ の低下は一回拍けl量 の低下と身体の大きさ

の減少や心 拍 数 の減少によるものであろうとい

ぃ,Strandell13)も また, 老年者の心拍出量の低

下は一回拍出量の低下にもとづ くものであり,こ

れは加令に伴 う組織の酸素消費の低下より大であ

るから,老年者の心拍出量の低下は,HypOkinetic

による循環機能への影響であろうと述べている.

一方, Lewis14)は心拍出量の低下は 直線的でな

く,主に酸素消費の低下にもとづ くものであると

述べている。老年者の循環が StrandeHの いうよ

うに単なる Hypokineticな 因子によるものであ

るとすれば,中高年者が継続的に トレーニングす

ることによって最大酸素摂取量
15),最

大酸素脈
15),

一回拍出量
15)な どの増加が期待出来ることもうな

づけよう。また,加令に伴なって個人差が大 とな

ることは,こ の意味では,中高年者層にとって ,

特に, 日頃の身体の活動性の大いさに基因する要

素が強いことからくるのであろう.

次に,心拍数と血圧の反応 と皮脂厚の関係をみ

し



中高年者のPWC170と 運動負荷に対する循環機能の特性について

ぎ

ると,皮月旨厚の小さい群 と大きい群 とではその反

応が異 り,後者は前者に比べて,血圧の上昇の程

度が大きく,心拍数は逆に上昇の程度が小さかっ

た。40歳代ではその影響は特に血圧の方に強 く表

われている。このことは40歳代では心拍数への影

響は皮脂厚が大きいとい う因子を除いても,すで

に加令の影響が表われているためであろう.皮脂

厚が大きい群のこのような反応の傾向はすでに述

べられた40～50歳代の心拍数―血圧の応答の型に

全 くよく似た様相を示 している.皮脂厚 と安静時

の血圧は相関は低 く,皮脂厚の大きい群 と小さい

群の安静時血圧も有意差はない.と ころが運動時

では大きい群がより上昇を示 したわけであり,安

静時血圧が正常範囲にあったとしても運動 という

ス トレッサーに対 して敏感に反応 したことを示 し

ている.その因子として皮脂厚が大きいというこ

とがあげられたわけである.

森
17)に

よれば,血圧 と肥満 との関係は一定でな

いとし,む しろ動脈硬化やその他の血圧調節因子

(神 経,内分泌系因子,腎性因子など)に問題が

あると述べている.そこで, 2群についてコンス

テロール,中性脂肪および尿酸の値を比較 してみ

ると次のようである。

て運動負荷に対 して血圧の増高を示 したかという

と 皮脂厚が大きいということに目を向ければ ,

身体の活動性の大いさ (すなわち減少)と 交感神

経の Hyperfunctionと の関係で説明されるかも

しれない.い づれに しても,皮脂厚が大きい群の

応答の仕方が先に述べた40～50歳代の心拍数―血

圧の応答の仕方に全 くよく似ていることから,こ

の一面だけではとらえられないであろうが皮脂厚

が大きいことは30歳代では40歳代以上の現象に,

40歳代ではなお一層の老令化現象を助長する可能

性も想像される.

2)血液所見のなかで,特に中性脂肪および尿

酸は図 5に示すように,コ ンステロールと比べる

と正常範囲を越える者が多かった_こ のことがわ

れわれが対象とした被験者集団特有のものであっ

たとしても,それが何によって招来されたもので

あるかは更に検討 しなければならないが,40～ 50

歳代で皮脂厚 と有意な相関関係を示 したことは興

味あることである。中性脂肪は最近,動脈硬化症

に関 して論 じられてお り,心筋梗塞や脳動脈硬化

症においても上昇 している場合が多 く,ま た,糖尿

病においてもコンステロールよりも明らかに血管

合併症 との関係が認められるという
3).肥

満 との

関係についてはコンステロールや中性月旨肪の値が

必ず しも肥満者あるいは肥満度ととくに相関する

ことはないとの報告
21)も

あるのが,最近,五島
22)

によれば中性月旨肪は肥満の人に高い者が多いとい

う.ま た,Albrink2め によれば,高中性脂肪血症

は遣伝的な肥満者よりも後天的な過食により肥満

した者に多いと述べている.ま た血中尿酸の上昇

は代謝異常を前提 としてはいるが,高 プリン食 ,

高蛋白食,高脂肪食および過食によっても増加す

るといわれ
4)力士が高尿酸血症をみる頻度が普通

人より高いことはよく知られている24)._方 ,あ
る範囲内において皮脂厚が大きいことが単純にカ

ロリーの過剰摂取 と身体の活動量の不足によるエ

ネルギー平衡のアンバランスに原因があるとすれ

ば,40～ 50歳代において皮脂厚 と中性脂肪および

尿酸 との関係が深いということは,中高年者にお

ける身体の活動性やカロー リの過剰摂取 と疾病 と

の結びつきにおいて考慮されるべき問題であろう

と思われる.

ヽ
]

コ レ ス テ

ロ ー ル
中性月旨肪

1型墜整ゝ挙1群 ＼
|

30才代
 :尖 :]

|                   |     |

207mg/dl

184

124mg/dl

l10

196

皮脂厚の大きい群では30歳代で尿酸 だ け が 高

く,40歳代では中性脂肪および尿酸が高い値を示

した.しか しながら,こ の結果が動脈硬化 との関

連を示すのには十分ではない し,ま た,高脂血症

だけが動脈硬化の原因ではない18)19)と いわれてい

るので,こ の面での関連性はないと思われる。そ

れでは何故に皮脂厚の大きい群が小さい群に比べ

89

161
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3)30歳代の PWC170および PWC170ノ kgは

40歳代よりも低い値を示 した.最近の小野
25)の

報

告によれば,1500m急 歩の成積が30歳以上の男子

において加令に伴ってむ しろよい成積を示 したこ

とから,30歳代の体力低下を問題にすべきである

と述べているが,今回のPWC170値 が低いことが,

30歳代の体力低下を示すものではないことは前述

したように五分間走や,1500m急 歩の成積から証

明されるわけであるが,PWC170がプい拍数を基に

したものであるので,運動負荷に対す る心 拍 数

―血圧の特徴から考えてPWC170値によって青年

層と中高年層を横断的に比較することは不適当で

ある.

PWC170の 酸素運搬能力の指標 として の適 当

性を考えみると,猪飼
26)は _般男子 (24～31歳 )

および陸上長距離選手 (21～22歳)を対象に V02

maX.と の関連を調べ,γ =0。 872(p<o。 01)と 有

意な相関関係があったと報告 している.し か し,

一般成人を一群 としてみた時は有意でなかったと

い う。吉沢
27)は

中学生 (男 女)で V02 maX。 と有

意な相関関係をみている.一方,中高年において

は,跡見
28)ら は20～ 50歳代の女子で V02 maX。 と

有意な相関があった (γ =0.522p<oo o01)と 述べ

ているが浅見
29)ら の結果 (24～ 58歳の女子)では

V02 maX。 との相関は全 く認められなかったとい

う.男子では今のところ資料がな く,不明である.

したがって, 中高年者においてはPWC170の酸素

運搬能力の指標 としての確証は明らかでない。年

令別に検討する必要があると思われる.本研究で

は V02 maX.の 測定は行っていないので 5分間走

との関係をみたところ (金子
30)に

よれば 5分間走

は一般成人 (19～21歳)では V02 maX.と 有意な

関係がある.中高年者では不明である)いずれの

年代でも有意な相関はみられなかった.体重当 り

(Watt≠ kg)では40歳代だけが γ=0.56(p<o.05)

と有意であったが,30歳代と50歳代および40歳代

と50歳代合成では有意ではなかった.一般中高年

者にとって V02 maX.に よる体力評価は容易では

ないので,V02 maX.と Submaximal workと の

関連性の確証や,PWC170の意義づけなどが急が

れよう。

健康で Sedentary lifeを 送 っている30歳代25

名,40歳代29名 ,50歳代 8名 ,計 62名 (対照 とし

て大学生の一般および鍛練者 と各年代の鍛練者を

加えた)を対象に形態 (身長,体重,皮脂厚),

体カテス ト (文部省壮年体カテス ト, 5分間走)

PWC170,運 動時の酸素消費量,心拍数,血圧の

変化および安静時血液所見 (全 コンステロール
,

中性脂肪および尿酸)を測定 し,

1)中高年者の年代別 PWC170

2)  〃  運動負荷に対する循環機能の特

徴

3)形態 (特 に皮脂厚)perfOrmance(体 カテ

ス ト, 5分間走)お よび血液所見 (全 コンス

テロール,中性月旨肪,尿酸)相互の関係

以上, 3点について検討することを目的とし,

中高年者の運動処方に関する基礎資料を得ようと

するものである.

結果は次のとお りである.

1)皮脂厚は各年代の50%tile値 は 3部位の合計

値 と腹部が年代の進行に伴って増加 した .

2)壮年体カテス トは総点,垂直跳,ジ グザグド

リブルが年代の進行に伴 って低下 した.ま た ,

総点,ジ グザグドリブル,1500m急 歩が比較的

バラツキが大きかった .

3)5分 間走は年代の進行に伴 って低下 した。30

歳代1099± 83.6m,40歳代1034± 94。 7m, 50歳

代899± 190。 Omで あった .

4)PWC170(Watt)お よび体 重 当 り PWC170

(Wattノ kg)は20歳代 (大学生)143,7± 21.74 Watt

(2.44± 0。 32 Watt),30歳 代 125.5± 23。 65 Watt

(2.19± 0.37 Watt),40歳 代 138.5± 17.29 Watt

(2.30± 0.35 Watt),50歳 代 128。 1± 13.28 Watt

(2.20± 0.31 Watt),鍛 練者では20歳代 (大学生)

193.4± 38.27 Watt(3.23± 0.41 Watt),30歳代

166.5± 14.63 Watt(2.52± 0.25 Watt),40歳代

171.2± 19.48 Watt(2.73± 0.28 Watt),50歳代

(1名 )153.O Watt(2。 36 Watt)で あり,30歳代

が一番低値を示 した .

5)血液所見では30歳代,40歳代および50歳代そ

れ ぞ れ コ ンステ ロール 205,1± 37。 13mgノ dl,

括総

し



中高年者のP WC170と 運動負荷に対する循環機能の特性について

卜
ぎ

206。 6± 36.1lmgノdl,207。 8± 18.50mgノ dl, 中性

月旨肪は 116。 4± 52.17mgノdl,109。 7± 38.46mgノ

dl,120。 8± 54。 65mgノdl,尿酸は 6.5± 1。 24mgノ

dl,6。 7± 1。 23mgノ dl,6。 0± 0。 70mg≠dlであっ

た.中性月旨肪および尿酸が正常範囲を越える者

が 多 か っ た .

6)4分 間 3段階計12分間連続運動負荷 した時 ,

酸素摂取量は 不変で あ った。 心拍数は 年代に

伴 って最大値が減少 したのに対 し最大血圧では

30歳代に比べて40～50歳代の上昇が 大 き か っ

た .ま た30歳代 と40歳代で皮脂厚の大 きい群 と

小さい群では大 きい群の反応が40～ 50歳代の反

応 と酷似 した傾向を示 した .

7)PWC170と 体重 (30歳代), PVyC170≠ kgと 5

分間走 (40歳代), 5分間走 と皮脂厚 (50歳代),

1500m急歩 (30歳代お よび40～ 50歳代)コ ンス

テロール (30歳代),中性月旨肪 (40歳代),お よ

び皮脂厚 と壮年体カテス ト総点 (40～ 50歳代),

中性脂肪 (40～ 50歳代),尿酸 (40～ 50歳代)な

どが有意な相関関係 を示 した .

(最後に,実験に御協力戴 きま した当教室の諸

先生方ならびに国士館大学体育学部運動生理学研

究室の渡辺剛先生,今野広隆先生に感 謝 致 しま

す).
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